
様式第２号(第７条関係) 

会議の開催結果 

１ 会議の名称 

令和３年度第２回 

さいたま市市民活動サポートセンター 

運営協議会 

２ 会議の開催日時 
令和３年１０月８日（金曜日） 

午後５時～午後６時３０分 

３ 会議の開催場所 

コムナーレ９階 

市民活動サポートセンター 

北ラウンジ 

４ 出席者名 別紙のとおり 

５ 欠席者名 別紙のとおり 

６ 議題及び公開又は非公開

の別 

（議題） 

・市民活動サポートセンターの新たな取組につ

いて 

・利用者からの意見 

（公開・非公開の別） 

公開 

７ 非公開の理由  

８ 傍聴者の数  １名 

９ 審議した内容 

・市民活動サポートセンターの新たな取組につ

いて 

・利用者からの意見 

10 問合せ先 
市民局市民生活部市民協働推進課 

電話番号：０４８－８１３－６４０３ 

11 その他  



別紙 

No. 委員氏名 出欠状況 

１ 井出 哲由 出席 

２ 清宮 輝雄 欠席 

３ 三島 由香 出席 

４ 藤本 裕子 欠席 

５ 小島 文一 出席 

６ 山田 洋 出席 

７ 高橋 司 出席 

８ 広川 陽子 出席 

９ 佐野 尚子 出席 

10 玉岡 積子 欠席 

11 朝霧 紀美江 出席 

12 島田 正次 出席 

13 福島 康仁 出席 

14 永沢 映 欠席 

15 石田 晶義 出席 

16 織田 真由美 欠席 

17 金子 貴之 出席 



令和３年度第２回

さいたま市市民活動サポートセンター運営協議会

次第

開催日時 令和３年１０月８日（金）

午後５時から午後７時まで

開催場所 市民活動サポートセンター

北ラウンジ

１ 開会

２ 議事

（１）市民活動サポートセンターの新たな取組について 

（２）利用者からの意見

３ 報告

  （１）実施事業について

４ 閉会

≪配布資料≫ 

・次第 

・さいたま市市民活動サポートセンター運営協議会 委員名簿 

・[資料１]   市民活動サポートセンターの新たな取組について 

・[資料２]  利用者からの意見 

・［資料３］  ニュースレター 

・[資料４]  初歩からはじめる「動画編集講座」について 

・[資料５]  ショートムービー作成講座について 

・[資料６]  「コミセンまつり」マッチングについて 

・[資料７]  （案）１からわかる助成金・補助金講座について 

・[資料８]  （案）人が集まる企画とチラシのつくり方講座について 

・[資料９]  さいたま市市民活動サポートセンター利用状況 





 資料１ 

議事１ 市民活動サポートセンターの新たな取組について 

■オンライン会議室の貸出について 

 コロナ禍がもたらす新しい生活様式への転換を踏まえ、オンラインを活用した

市民活動の活性化を図るため、新たに「オンライン会議室の貸出」を行う。 

＜オンライン会議室のイメージ＞ 

＜オンライン会議室の利用までの流れ＞ 

＜オンライン会議室の貸出のための最低限の取り決め＞ 

・団体なりすまし防止及び操作支援を行うため、ホスト担当者は市民活動サポー

トセンターからオンライン会議に参加する 

・利用の申込は、ラウンジ予約同様に利用日の一週間前から受付を行う 

・利用時間は、３時間を限度とする。また、サポートセンター開館時間内とする 

オンライン会議室（ZOOM 使用） 

市民活動団体

市民活動サポートセンター

ZOOM ライセンス

ホスト権限付与

※市民活動団体のメンバーからホスト担当者を決める 

※ホスト担当者は市民活動サポートセンターから会議に参加する 

※ホスト担当者へホスト権限（ホストキー）を付与する 

利
用
団
体

サ
ポ
セ
ン

・利用申込 

※利用日の一週間前から開始 

※電話・窓口・e-mail で受付 

・予約受付 
※空き状況を確認 

・会議室予約（設定） 

・会議室 ID・PW の通知 

・会議室 ID・PW の受取 

・会議室 ID・PW を

メンバーへ通知 



■（仮称）令和３年度さいたま市市民活動サポートセンター“オンライン”フェステ

ィバルの開催について 

 市民活動サポートセンターフェスティバルは、新型コロナウイルス感染症対策

のため、令和元年度及び令和２年度と２年連続して中止している。 

 今年度は、前回の運営協議会で御説明したとおりオンラインを活用し、また、

コロナ禍においても開催できるようオンラインによる開催とする。 

＜開催概要＞ 

・開催目的 市民活動団体のＰＲ、市民活動団体相互の交流や親睦、市民活動への

理解・関心を高め、市民活動への市民参加を促進することを目的に開

催する。また、オンラインを活用した市民活動の活性化を図るため、

オンラインによる開催とする。 

・開 催 日 令和４年２月２８日（月）から３月１３日（日）（２週間） 

・開催内容（オンライン画面イメージ） 

※フェスティバル用ホームページを作成し、各コーナーをクリックする

ことで参加（視聴）できるようにする 

※画面同様のチラシを作成し、チラシには各コーナーにＱＲコードを配

置し、アクセスしやすいようにする 

＜市民活動団体との協働＞ 

 これまでのフェスティバルでは、参加団体による実行委員会を組織し、広報活動

並びに開催運営等を協働により開催してきました。本年度においても、実行委員会

を組織し、フェスティバルを作り上げていきます。 

令和 3年度 

市民活動サポートセンター“オンライン”フェスティバル 

団体PR・活動紹介 オンライン交流カフェ 

学びのコーナー サポートセンターの紹介 

市民活動団体のＰＲ・

活動を紹介する 

・動画による紹介 

・一覧表を作成し文

章、写真による紹介 

これまでに開催したセミナーの動

画を配信 

・動画編集講座 

・ショートムービー作成講座 

・会計相談Ｑ＆Ａ など 

オンライン（ZOOM）による交流会を

開催 

仮)テーマ 

・コロナ禍でも楽しく市民活動 

※参加者は別途募集 















資料４

令和 3年度さいたま市市民活動サポートセンター 
初歩からはじめる動画編集講座 事業報告

１ 目的 
新型コロナウイルス感染症により生活様式が制限される中、活動団体の情報発信も

YouTube や Facebook 等オンラインを利用した情報発信が活発になっています。文章
よりも伝わりやすく、理解しやすい動画を撮影し、パソコンで編集する知識が学べる

初歩セミナーを動画にて配信することにより市民活動団体 PR のために活用できるよ
う支援することを目的とします。

２ 日程・会場 
・映像製作期間 令和 3年 5月 24日（月）～6月 30日（水）
・動画配信日  令和 3年 7月 15日（木）より配信（YouTube）

３ 参加対象 
NPOやボランティア等で市民活動をしている方、または市民活動を始めようと考え
ている方。

４ 内容 
動画編集作業を 3つの項目に分けて配信
 ①撮影編 ②パソコンへの取込み編 ③編集編

配信は、サポートセンター公式サイト「さポット」に動画配信バナーを用意し、リ

ンクする公益財団法人さいたま市文化振興事業団の YouTube公式チャンネルにて行う。
講師：武石 健 氏（株式会社浦和映像技研）

５ 視聴者数（令和 3年 9月 14日現在）
①撮影編   205回
②パソコンへの取込み編 140回
③編集編   232回
＊当該動画のページにおいて「わかりやすいですね」とのコメントをいただきました。

６ 事業の効果 
市民活動団体が動画の作成方法の知識を得て、コロナ禍で制約を受けている活動や

更なる活動の活性化を図るとともに、今年度 3 月にオンラインにて開催するサポート
センターフェスティバルの動画による参加へつなげることなどの効果を期待します。



資料５ 
令和 3年度さいたま市市民活動サポートセンター 

スマホで作ろう 簡単ショートムービー作成講座 事業報告 

１ 目的 
市民活動の情報発信をするための方策として、コロナ禍では動画発信が効果的だと

言われニーズが特に高まっています。全くの初心者でも、スマートフォンで簡単に動画

作成ができるように、動画撮影・編集のコツを伝え、市民活動団体ＰＲのために活用で

きるよう支援することを目的とします。市民活動団体が自ら動画編集等ができること

で新たな情報発信が増えることに期待し実施します。 

２ 開催日時及び会場 
令和 3年 9月 11日（土）14：00～16：30 
市民活動サポートセンター 中央ラウンジ

３ 参加対象 
NPOやボランティア等で市民活動をしている方、または市民活動を始めようと考え
ている方。

４ 内容 
第 1部 コインが消えるトリック動画の作成
・机に手を置き、手の中にコインを入れる動画を撮影

・動画編集アプリ「VLLO」を使用し、初期設定から編集方法を説明と同時に実践
・YouTubeへの動画のアップロード
第 2部
動画づくりの基本

・動画の目的とゴール

・シナリオ

・撮影のポイント

質疑応答

講師：山口 亜希子氏（株式会社チェリービー）

５ 参加者数 
18名（定員 15名、応募が 21名であったため、講師と相談して増員）

６ 事業の成果 
動画の撮影や編集を学び、スマートフォンで全てが行えることに参加者は驚いてい

ました。スマートフォン自体の操作に慣れの差があり、講座の進行が困難な場面もあり

ましたが、講師がひとつひとつ丁寧に質問に答え対応するとともに、参加者同士で教え

あう姿も見られ交流も図られたと考えます。 



アンケート集計結果 

講座申込者  21名 
出席者総数  18名（1部 18名／2部 18名） 
アンケート回答数 16枚 

１．性別を教えてください 
男性：10／女性：6 

２．お年はおいくつですか 
30代：3／50代：2／60代：3／70代：6／80歳以上：1／無回答：1 

３．お住まいはどちらですか 
南区：2／浦和区：4／中央区：2／緑区：1／大宮区：3／見沼区：2／西区：1／市外：1 

４．今回、どこでこの催しをお知りになりましたか 
市報：4／情報誌SaCLa：4／ホームページ：1／掲示物・チラシ：7／その他：2 

５．今回の講座について 
・講座内容 
大変良い：3／良い：11／無回答：2 
・講座時間 
ちょうど良い：11／長い：2／短い：1／無回答：2 
・今後の参加 
また参加したい：6／予定が合えば参加したい：6／無回答：4 

６．参加手続きの対応について 
大変分かりやすい：3／分かりやすい：10／分かりにくい：1／無回答：2 

７．この施設で、どのような講座などの参加したいですか 
・希望するジャンル 
活動に関すること：1／IT：9／法律：4／会計：1／情報発信：5／講演会：2／その他：1 
その他記載（行政書士、社労士、TOEIC、英検1級、ドローン、ホームページ、相続） 
・参加しやすい開催時間 
午前：3／午後：12／夜間：4／無回答：1 
・参加しやすい曜日 
月曜：2／火曜：2／水曜：2／木曜：1／金曜：1／土曜：11／日曜：9／祝日：5／無回答：1 

８．その他気づいたことがありましたらご記入ください 
・内容は良いが、自宅に帰って復習がしにくいのでもう少し詳しい資料がほしい。 
・楽しく、わかりやすい講座で、サポートセンター職員の対応が親切丁寧でした。 
・講座の進行についていけず時間がかかる人と、すぐできて待ち時間が多く発生する人がい
たため、作業だけに集中してゆっくり説明する、質問はひとりひとつまでと区切るなどの、
進行をより円滑にするための工夫が必要。 



資料６

令和 3年度さいたま市市民活動サポートセンター 
「コミセンまつり」マッチング 事業報告 

１ 目的 
市民活動団体に活動地域外での発表の場を提供することで、活動範囲が広がり多く

の方に存在や活動を周知できるとともに、分野・地域を越えた団体間の交流や親睦を図

ることを目的とします。 

２ 開催日時及び会場 
令和 3年 9月 25日（土）、26日（日）各日 9：00～17：00 
美園コミュニティセンター 1階 エントランスホール

３ 参加対象 
NPOやボランティア等で市民活動をしている団体（定数：1団体）

４ 内容 
美園コミュニティセンターまつりにおいて、市民活動団体がブースを作り、日ごろの

活動紹介、パネル展示や団体 PRなどを行う。 
参加団体：見沼たんぼくらぶ 

５ 事業の成果 
普段の場所を離れ活動を PRしたことで、PRの範囲や幅を広げられたとともに、改
めて自身の活動を振り返ることができ活動意欲の向上に繋げることが出来た。また、美

園コミセンまつりへの参加団体や来場の若い世代などとも親睦や交流を図ることが出

来た。

反省点とすると、今回は写真展示による活動紹介が中心であったので、ホームページ

や連絡先などの情報とともに新規会員募集についても強調して取り組めばより効果的

なものとなったと推測し、次に活かしてまいりたい。



資料７





資料８








